
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
日
立
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
の
組

合
員
有
志
に
よ
る
日
立
労
組
本
部
へ
の
要
請
行
動
を
５
月
30
日

に
行
い
、
10
名
（
10
職
場
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
切
実
な
職
場
の
要
求
実
現
や
労
組
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
日
立
労
組
の
定
期
大
会
前
に
労
組
本

部
に
直
接
職
場
の
意
見
を
伝
え
、
今
後
の
労
組
活
動
へ
の
反
映

を
目
的
に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
職
場
で
緊
急
に
打
開
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
課
題

８
項
目
に
し
ぼ
っ
て
要
請
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

女性の処遇改善と子育て支援を
総合職の女性は、成果を上げるため仕事に追

いまくられ、結婚、そして子育てする時間もな

い。専任職の女性は、相変わらず低い処遇にお

かれている。残業をなくさないと弱い人が守ら

れない。母性保護や子育て支援を前提としたき

め細かい施策の実施を行って下さい。
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

弱い人が

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) なくそう貧困、止めよう憲法改悪

日
立
労
組
本
部
へ
要
請

再雇用制度の改善を
再雇用条件に「残業ができるこ

と」「仕事がない」「夜勤ができ

ること」を理由に再雇用をしない

など、不安を助長させている。再

雇用者は、同じ仕事をしながら賃

金が半減など、労働条件低下で働

かされている。再雇用者の権利や

処遇の改善を行って下さい。

真のワークライフバランスを
１００時間近くの残業では、家族団ら

んどころか健康破壊になりかねない。

日立製作所も仕事と生活の調和推進企

業になったので、抜本的な残業削減を

してほしい。厚生労働省の指針である

年間残業時間３６０時間以内や健康管

理時間月４５時間以内を遵守するよう

にしてほしい。残業を減らすには一人

当たりの仕事量を減らす必要がある。

派遣･請負社員の処遇改善を
時給１０００円前後くらいなので、新

入社員が２,３年すれば抜かれてしまう。

病気をすれば生活が成り立たない。派遣

社員は、ただひたすら待っている状況で

ある。正社員になれないため、やめてい

く人が多い。派遣･請負社員の処遇改善

と正社員化を実現させることを明確な方

針にして頂きたい。

リストラへの対応強化を
子会社の事業統合が発表され、

派遣、パートの人が不安を持って

いる。労働条件を早く提示しても

らいたい。「早期退職」というリ

ストラ施策を受け入れた苦い経験

を持つ日立労組本部が率先し、日

立グループの中で「人減らし・首

切りはさせない」という明確な方

針を打ち立てて下さい。

労働組合の民主的強化を
職場討議が行われない職場が

増えている。組合役員選挙など

の民主化・公正化をよりいっそ

う図っていただきたい。組合員

の政党支持の自由を保証し、

「ぐるみ選挙」と批判の多い、

地方選挙の組織内候補擁立を廃

止すること。

平和憲法を守り、

後期高齢者医療制度廃止を
平和を求めるべき労働組合として、憲法九条を

守り、改憲反対の運動に取り組むべき。また、お

年寄りと国民いじめの「後期高齢者医療制度」撤

廃や、無駄な道路のために使い続ける「暫定税率」

を廃止させる取り組み、「消費税の税率アップ」

反対など、働く者の要求実現に向けた政治課題に

も積極的に取組んで下さい。

春
闘
改
善
と
成
果
主
義
の
撤
廃
を

職
場
で
は
要
求
の
出
た
時
点
で
「
こ
れ
じ
ゃ
あ
な
あ
」
と
、

関
心
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
日
立
で
は
一
律
に
上
が
る
の

は
５
０
０
円
の
み
で
、
し
か
も
調
整
給
の
あ
る
人
は
賃
上
げ

ゼ
ロ
と
な
る
。
基
本
的
に
は
日
立
の
賃
金
水
準
は
ア
ッ
プ
さ

れ
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
今
こ
そ
「
成
果
主
義
」
を
廃
止
し
、

将
来
の
不
安
が
な
い
賃
金
制
度
に
変
え
る
こ
と
を
求
め
る
。

守られる職場を作ろう



日
立
製
作
所
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
事
業
統
合
で
、

愛
知
県
豊
川
市
に
10
月
１
日
付
で
新
会
社

を
設
立
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
合
併
す

る
２
社
合
わ
せ
、
３
０
０
人
近
い
人
達
が

会
社
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
日
立
Ｉ
Ｅ
シ

ス
テ
ム
稲
沢
工
場
で
は
、
働
く
人
達
が
70

Ｋ
ｍ
以
上
離
れ
た
新
会
社
へ
異
動
す
る
か
、

辞
め
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
派
遣
の
人
た
ち
は
、
雇
い
止
め
の
可

能
性
も
あ
り
、
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
リ
ス
ト
ラ
人
減
ら
し
」
に
反
対
し
、

雇
用
と
生
活
を
守
ろ
う
と
、
日
立
懇
（
愛

知
）
は
６
月
16
日
早
朝
、
日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス

テ
ム
門
前
で
一
宮
地
区
労
連
や
地
域
の
人

達
の
協
力
を
得
て
、
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
前
日
の
天
気
予
報
で
は
朝
ま
で
雨
模
様

で
し
た
が
、
当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
宣

伝
日
和
と
な
り
、
汗
ば
む
中
を
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
と
ビ
ラ
で
訴

え
ま
し
た
。
ビ
ラ

の
受
け
取
り
は
好

調
で
、
ビ
ラ
を
歩

き
な
が
ら
読
む
人

や
、
ビ
ラ
を
受
け

取
り
な
が
ら
「
頑

張
っ
て
」
と
励
ま

し
て
行
く
人
も
い
て
、
７
割
以
上
の
人
が

受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
夕
方
に
は
、
豊
川
工
場
門
前

で
も
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
若
い
人
達
が

積
極
的
に
ビ
ラ
を
受
け
取
り
、
過
去
最
高

の
受
け
取
り
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
意
識
調
査

Ｈ
Ｅ
Ｓ
労
組
で
は
組
合
員
意
識

調
査
を
し
て
い
ま
す
。
「
組
合
で

は
、
組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ
課

題
の
解
決
や
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
」
と
の
理
由
で
ア

ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
各
設
問
に
対
し
て
該
当

す
る
番
号
を
丸
で
囲
む
も
の
で
す
。

①
そ
う
思
う
②
や
や
そ
う
思
う

③
や
や
思
わ
な
い
④
そ
う
思
わ
な

い
⑤
よ
く
分
か
ら
な
い
、
の
５
つ

の
設
問
か
ら
選
ぶ
も
の
で
す
。

設
問
内
容
は
職
場
意
見
、
教
育
、

取
組
、
福
利
厚
生
な
ど
Ｆ
１
、
Ｆ

２
と
Ｑ
１
～
Ｑ
10
ま
で
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
も
良
い
で
す
が
職

場
集
会
で
皆
の
意
見
を
出
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
今
の
職
場
集
会
は
少
人
数

か
、
メ
ー
ル
で
意
見
を
求
め
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
話
し
合
い

の
重
要
性
は
会
社
も
強
調
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名

で
す
が
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
て
あ
り
、

ど
の
班
か
ら
の
回
答
か
が
わ
か
り

ま
す
。

Ｈ
Ｅ
Ｓ

年
休
と
っ
て
全
国
宣
伝

建
交
労
Ｈ
Ｂ
Ｓ
は
１
９
９
８
年

か
ら
毎
年
、
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム

の
全
国
の
支
社
、
営
業
所
に
宣
伝

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
、
組
合

員
は
全
員
年
休
を
と
っ
て
参
加
し

ま
す
。
北
海
道
や
九
州
な
ど
遠
く

に
行
く
組
合
員
は
、
前
日
か
ら
泊

ま
っ
て
の
宣
伝
に
な
り
ま
す
。
遠

く
に
行
か
な
か
っ
た
組
合
員
は
、

最
寄
り
の
支
社
や
営
業
所
の
前
で

早
朝
ビ
ラ
を
ま
い
て
、
そ
の
後
、

組
合
事
務
所
に
集
合
し
宣
伝
物
の

郵
送
を
行
い
ま
す
。
遠
方
の
宣
伝

に
参
加
す
る
組
合
員
は
旅
行
の
楽

し
み
を
、
近
く
で
宣
伝
し
た
組
合

員
は
宣
伝
作
業
の
後
の
仲
間
と
の

宴
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｂ
Ｓ

本
館
コ
ン
ビ
ニ
か
ら

週
刊
誌
撤
去

今
年
の
４
月
で
ル
ネ
サ
ス
テ
ク

ノ
ロ
ジ
は
設
立
さ
れ
て
５
年
を
経

過
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に
武

蔵
事
業
所
の
再
開
発
が
開
始
さ
れ
、

従
来
の
武
蔵
工
場
の
建
屋
を
大
半

取
り
壊
し
、
７
Ｆ
建
延
べ
床
面
積

４
万
㎡
を
超
え
る
本
館
が
建
設
さ

れ
、
05
年
５
月
に
引
越
し
を
し
ま

し
た
。
半
導
体
製
品
開
発
中
心
の

職
場
は
、
本
館
建
設
当
初
か
ら
、

社
員
が
出
入
り
す
る
１
Ｆ
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
は
コ
ン
ビ
ニ
が
設
置

さ
れ
、
飲
み
物
・
お
菓
子
・
雑
誌

な
ど
出
勤
時
か
ら
日
中
も
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
３
年
が
経
過
し
た

５
月
12
日
（
月
）
か
ら
、
就
業
時

間
中
に
週
刊
誌
な
ど
を
立
ち
読
み

し
て
い
る
社
員
が
散
見
さ
れ
る
と

し
て
、
雑
誌
販
売
を
中
止
す
る

（
た
だ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
誌
の
み
可

と
す
る
）
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
誌
と
し
て
「
日
経
ビ
ジ

ネ
ス
、
日
経
Ｐ
Ｃ
、
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
東
洋
経
済
、

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
技
術
」
な
ど
が
販

売
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ビ

ニ
で
の
立
ち
読
み
は
姿
を
消
し
た

よ
う
で
す
。

ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

お
薦
め
で
き
な
い

目
玉
商
品
な
ん
て

「
夏
の
特
別
社
販
セ
ー
ル
」
で
、

37
型
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
が
６
月
限

定
で
１
０
８
，
０
０
０
円
と
い
う

の
で
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ポ
イ
ン
ト

も
使
っ
て
購
入
し
よ
う
と
思
い
日

立
チ
ェ
ー
ン
店
に
行
っ
た
ら
「
こ

れ
は
見
る
だ
け
の
テ
レ
ビ
。
Ｈ
Ｄ

Ｄ
レ
コ
ー
ダ
は
無
い
し
、
地
デ
ジ

対
応
も
不
十
分
で
す
。
同
じ
37
型

な
ら
こ
ち
ら
が
お
薦
め
」
と
１
５

８
，
０
０
０
円
の
テ
レ
ビ
を
紹
介

さ
れ
て
ガ
ッ
カ
リ
し
た
。
日
立
チ
ェ
ー

ン
店
も
薦
め
な
い
Ｔ
Ｖ
を
目
玉
商

品
に
す
る
の
は
ど
う
な
の
か
。
予

算
の
関
係
も
あ
り
、
購
入
を
躊
躇

し
て
い
る
。

古
川
社
長
が
先
頭
に
立
っ
て
、

「
量
販
店
に
負
け
な
い
価
格
設
定
」

と
し
て
社
員
に
購
入
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
「
ま
だ
ま
だ
量
販

店
に
及
ば
な
い
レ
ベ
ル
」
「
社
販

は
も
っ
と
安
く
す
べ
き
」
と
い
う

声
が
多
い
で
す
。
・日
立
・
大
み
か

● 貯金のすすめ

友達から、貯金をしていると言う話をよく耳にしま

す。また、「貯金しなきゃ」と言う声も聞こえてきま

す。そんな私は当然のごとく、この不況の最中、万一

に備えて、もちろん貯金をしている・・・訳もなく、

そんな私に、友人達は真剣に「貯金のすすめ」を説い

てきます。貯金の使い道と言えば、やはり、結婚や出

産、養育費、家を買う、などなど。中には、「将来、

年金が貰えないかもしれないから、老後のため

に貯金しているんだ」なんて声も。

みなさんは貯金していますか？

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

日立ＩＥシステム（稲沢）と日立・豊川工場で

リストラ人減らし反対の門前宣伝


